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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
４枚の側面板と上面板と底面板とからなる直方体状の紙箱であって、
前記底面板が、向かい合う一対の前記側面板の下端に折罫を介してそれぞれ連接された第
１の底面内板および第２の底面内板と、向かい合う他の一対の前記側面板の下端に折罫を
介してそれぞれ連接された第１の底面外板および第２の底面外板とにより構成されており
、
前記上面板が、前記第１の底面内板を備えた側面板の上端に折罫を介して連接された第１
の上面内板と、前記第２の底面内板を備えた側面板の上端に折罫を介して連接された第２
の上面内板と、前記第１の底面外板を備えた側面板の上端に折罫を介して連接された第１
の上面外板と、前記第２の底面外板を備えた側面板の上端に折罫を介して連接された第２
の上面外板とにより構成されており、
一端は前記第１の底面外板の端部に達しない位置で切れており且つ前記第１の底面外板の
内面に接着されており、他端が少なくとも前記第１の上面外板の端部にまで達する長さを
有する１枚のプラスチックフィルムからなる短冊状の柔軟性に優れた第１のプラスチック
フイルムが、前記第１の底面外板と前記第１の上面外板とこれらを上下端に備えた側面板
の内面側に沿って配置されており、
一端は前記第２の底面外板の端部に達しない位置で切れており且つ前記第２の底面外板の
内面に接着されており、他端が少なくとも前記第２の上面外板の端部にまで達する長さを
有する１枚のプラスチックフィルムからなる短冊状の柔軟性に優れた第２のプラスチック
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フイルムが、前記第２の底面外板と前記第２の上面外板とこれらを上下端に備えた側面板
の内面側に沿って配置されており、
前記底面外板に斜め折罫を備えると共に該斜め折罫にて前記底面外板の側端部を外側に折
り返して底面板接着部を設けて隣り合う底面内板と接着されていることを特徴とする内容
物固定機能付き紙箱。
【請求項２】
前記プラスチックフイルムの一端が前記底面外板の長さ方向の中央よりも折罫側の位置に
て接着されていることを特徴とする請求項１記載の内容物固定機能付き紙箱。
【請求項３】
前記プラスチックフイルムが少なくとも長手方向に延伸された熱収縮性プラスチックフイ
ルムであることを特徴とする請求項１又は２記載の内容物固定機能付き紙箱。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、包装した内容物を固定できるようにして保管、輸送中における取扱時に破損
したり損傷を受けるのを防止した紙箱に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、段ボール箱等に包装した内容物を段ボール箱等の内面に取り付けたフイルムによ
り固定する包装材としては、例えば、特公昭５８－３９０４号に記載されているものが知
られている（例えば、特許文献１参照）。上記の包装材は、品物を載置する面と、品物が
ほぼ封入される所定の大きさの空間を限定する対向して配置されたほぼ平行な側壁の対と
を有する板材と、品物を載置する面と対向する側壁との合体部に隣接する部分、即ち、側
壁の下部に沿ってホイルシートからなる熱収縮材の一端が接合されると共に他端が自由端
の方へ伸長する少なくとも１枚のホイルシートからなる熱収縮材を備えた構成からなり、
包装材の品物を載置する面に品物を載置して、品物の上に熱収縮材の伸長する部分を折り
重ねて熱収縮させることにより、包装される品物の数や満たされる空間の大きさに関係な
く、品物を固定できるようにした包装材である。しかしながら、この包装材の場合、ホイ
ルシートからなる熱収縮材を側壁の下部に接着して取り付けられているので、包装材の載
置面に載置された品物の上にホイルシートを折り重ねて熱収縮させた際に、ホイルシート
の接着部が剥離して、側壁から分離してしまうおそれがあるために、品物を確実に固定す
ることができないという欠点があった。
【特許文献１】特公昭５８－３９０４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明の目的は、包装した内容物を確実に固定できるようにして、保管、輸送中におけ
る取扱時に内容物が損傷を受けるのを防止できるようにした内容物固定機能付き紙箱を提
供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　４枚の側面板と上面板と底面板とからなる直方体状の紙箱であって、前記底面板が、向
かい合う一対の前記側面板の下端に折罫を介してそれぞれ連接された第１の底面内板およ
び第２の底面内板と、向かい合う他の一対の前記側面板の下端に折罫を介してそれぞれ連
接された第１の底面外板および第２の底面外板とにより構成されており、前記上面板が、
前記第１の底面内板を備えた側面板の上端に折罫を介して連接された第１の上面内板と、
前記第２の底面内板を備えた側面板の上端に折罫を介して連接された第２の上面内板と、
前記第１の底面外板を備えた側面板の上端に折罫を介して連接された第１の上面外板と、
前記第２の底面外板を備えた側面板の上端に折罫を介して連接された第２の上面外板とに
より構成されており、一端は前記第１の底面外板の端部に達しない位置で切れており且つ
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前記第１の底面外板の内面に接着されており、他端が少なくとも前記第１の上面外板の端
部にまで達する長さを有する１枚のプラスチックフィルムからなる短冊状の柔軟性に優れ
た第１のプラスチックフイルムが、前記第１の底面外板と前記第１の上面外板とこれらを
上下端に備えた側面板の内面側に沿って配置されており、一端は前記第２の底面外板の端
部に達しない位置で切れており且つ前記第２の底面外板の内面に接着されており、他端が
少なくとも前記第２の上面外板の端部にまで達する長さを有する１枚のプラスチックフィ
ルムからなる短冊状の柔軟性に優れた第２のプラスチックフイルムが、前記第２の底面外
板と前記第２の上面外板とこれらを上下端に備えた側面板の内面側に沿って配置されてお
り、前記底面外板に斜め折罫を備えると共に該斜め折罫にて前記底面外板の側端部を外側
に折り返して底面板接着部を設けて隣り合う底面内板と接着されていることを特徴とする
内容物固定機能付き紙箱である。この場合、内容物を紙箱の底面板上に載置して、プラス
チックフイルムを内容物の上に折り重ねることにより、内容物の上面全体を覆うことがで
きるので、この状態でプラスチックフイルムを加熱して収縮させ、内容物の上面に密着さ
せることにより内容物を底面板上に載置した状態で内容物全体を確実に固定し保持するこ
とができる。また、プラスチックフイルムを加熱することにより接着部に応力が加わった
場合でも、プラスチックフイルムの一端が底面外板の内面に接着されて底面内板と底面外
板の間に挟まれた状態となっているので、プラスチックフイルムが紙箱から剥離して分離
してしまうことがない。
【０００５】
　上記の紙箱において、前記プラスチックフイルムの一端が前記底面外板の長さ方向の中
央よりも折罫側の位置にて接着された構成とすることにより、紙箱の底面板を折り曲げて
接着し紙箱を組み立てる際に、底面外板の内側にプラスチックフイルムが接着されていて
も、底面外板のプラスチックフイルムが積層されていない領域にて、底面外板と底面内板
とを強固に接着することができるので、紙箱の組み立てに支障がでない。
【０００６】
　上記の紙箱において、前記プラスチックフイルムが少なくとも長手方向に延伸された熱
収縮性プラスチックフイルムとすることにより、熱収縮性プラスチックフイルムを加熱す
ることにより少なくとも長手方向に収縮させて、内容物の上面の輪郭に沿ってプラスチッ
クフイルムを密着させることができるので、内容物全体を均等に固定して保持することが
できる。また、複数の内容物を包装する場合でも、紙箱の底面板上に全ての内容物を確実
に固定することができる。
【発明の効果】
【０００７】
　４枚の側面板と上面板と底面板とからなる直方体状の紙箱であって、底面板が、向かい
合う一対の側面板の下端に折罫を介してそれぞれ連接された第１の底面内板および第２の
底面内板と、向かい合う他の一対の側面板の下端に折罫を介してそれぞれ連接された第１
の底面外板および第２の底面外板とにより構成されており、上面板が、第１の底面内板を
備えた側面板の上端に折罫を介して連接された第１の上面内板と、第２の底面内板を備え
た側面板の上端に折罫を介して連接された第２の上面内板と、第１の底面外板を備えた側
面板の上端に折罫を介して連接された第１の上面外板と、第２の底面外板を備えた側面板
の上端に折罫を介して連接された第２の上面外板とにより構成されており、一端は第１の
底面外板の端部に達しない位置で切れており且つ第１の底面外板の内面に接着されており
、他端が少なくとも第１の上面外板の端部にまで達する長さを有する１枚のプラスチック
フィルムからなる短冊状の柔軟性に優れた第１のプラスチックフイルムが、第１の底面外
板と第１の上面外板とこれらを上下端に備えた側面板の内面側に沿って配置されており、
一端は第２の底面外板の端部に達しない位置で切れており且つ第２の底面外板の内面に接
着されており、他端が少なくとも第２の上面外板の端部にまで達する長さを有する１枚の
プラスチックフィルムからなる短冊状の柔軟性に優れた第２のプラスチックフイルムが、
第２の底面外板と第２の上面外板とこれらを上下端に備えた側面板の内面側に沿って配置
された構成の内容物固定機能付き紙箱とすることにより、内容物を紙箱の底面板上に載置
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して、プラスチックフイルムを内容物の上に折り重ねることにより、内容物の上面全体を
覆うことができるので、この状態でプラスチックフイルムを加熱して収縮させ、内容物の
上面に密着させることにより内容物を底面板上に載置した状態で内容物全体を確実に固定
し保持することができる。また、プラスチックフイルムを収縮させることにより接着部に
強い応力が加わることがあっても、プラスチックフイルムの一端が底面外板の内面に接着
されて、底面内板と底面外板の間に挟まれた状態となっているので、プラスチックフイル
ムが紙箱から剥離して分離してしまうことがない。また、底面外板に斜め折罫を備えると
共に該斜め折罫にて底面外板の側端部を外側に折り返して底面板接着部を設けて隣り合う
底面内板と接着されている構成とすることにより、内容物を包装する際には、筒貼りした
状態から４角形筒状に箱を起こすことにより、ワンタッチで紙箱の底面板が形成されて組
み立てられた紙箱が出来上がる。上記の紙箱において、プラスチックフイルムの一端が底
面外板の長さ方向の中央よりも折罫側の位置にて接着された構成とすることにより、紙箱
の底面板を折り曲げて接着し紙箱を組み立てる際に、底面外板の内側にプラスチックフイ
ルムが接着されていても、底面外板のプラスチックフイルムが積層されていない領域にて
、底面外板と底面内板とを強固に接着することができるので、紙箱の組み立てには支障が
でない。上記の紙箱において、プラスチックフイルムを少なくとも長手方向に延伸された
熱収縮性プラスチックフイルムとすることにより、熱収縮性プラスチックフイルムを加熱
することにより少なくとも長手方向に収縮させて、内容物の上面の輪郭に沿ってプラスチ
ックフイルムを密着させることができるので、内容物全体を均等に固定して保持すること
ができる。複数の内容物を包装する場合でも、紙箱の底面板上に全ての内容物を確実に固
定することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　以下、図面を引用して本発明の実施の形態を説明する。図１は本発明の紙箱の実施形態
のブランクを示す平面図、図２は実施形態の紙箱を組み立て蓋を開いた状態を示す斜視図
、図３は図２におけるＩ－Ｉ断面図、図４、図５は実施形態の紙箱に内容物を包装する手
順を示す断面図、図６は本発明の紙箱の他の実施形態のブランクを示す平面図であって、
１，２，３，４は側面板、５は接着片、６，６’は第１の底面外板、７は第１の底面内板
，８，８’は第２の底面外板、９は第２の底面内板、１１は第１の上面外板、１２は第１
の上面内板、１３は第２の上面外板、１４は第２の上面内板、１５は第１のプラスチック
フイルム、１６は第２のプラスチックフイルム、１７，１８は接着部、１９，２２は底面
板接着部、２０は内容物、２１は斜め折罫をそれぞれ表す。
【０００９】
　本発明の第１実施形態のブランクは、図１に示すとおり、接着片５と側面板１と側面板
２と側面板３と側面板４とがそれぞれ折罫を介して連接され、側面板１，３の上端には折
罫を介してそれぞれ第１の上面外板１１、第２の上面外板１３が連接されると共に、側面
板１，３の下端には折罫を介してそれぞれ第１の底面外板６、第２の底面外板８が連接さ
れ、側面板２，４の上端には折罫を介してそれぞれ第１の上面内板１２、第２の上面内板
１４が連接されると共に、側面板２，４の下端には折罫を介してそれぞれ第１の底面内板
７、第２の底面内板９が連接され、第１の底面外板６及び第２の底面外板８の長さ方向の
中央よりも折罫寄りの位置に、短冊状の第１のプラスチックフイルム１５、第２のピラス
チックフィルム１６の下端が接着部１７，１８により接着されて取り付けられた形状であ
る。平面形状が長方形状の紙箱の場合には、巾の広い方の側面板、即ち、第１実施形態に
おける側面板１，３の下端に第１の底面外板６，第２の底面外板８が連接され、第１の底
面外板６，第２の底面外板８にプラスチックフイルムが接着される。平面形状が正方形状
の紙箱の場合には、いずれの側面板に底面外板を連接してもよい。
【００１０】
　短冊状の第１のプラスチックフイルム１５及び第２のプラスチックフイルム１６は、巾
が第１の底面外板６及び第２の底面外板８の巾と略同巾であり、長さは自由端が第１の上
面外板１１及び第２の上面外板１３の上端よりも上方に延出する長さに設定されている。
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短冊状の第１のプラスチックフイルム１５，第２のプラスチックフィルム１６の形状を上
記のようにすることで、紙箱の底面板上に内容物を収納し、内容物の上面に短冊状の第１
のプラスチックフイルム１５，第２のプラスチックフィルム１６を折り重ねて被せた際に
、内容物の上面全体を覆うことができるので、内容物を紙箱の底面板上の全面に載置した
場合でも内容物を確実に固定することができる。
【００１１】
　第１のプラスチックフイルム１５、第２のプラスチックフィルム１６としては、柔軟性
に優れた少なくとも長手方向に延伸された熱収縮性を有するフイルムが好ましい。第１の
プラスチックフイルム１５、第２のプラスチックフィルム１６に使用できる樹脂としては
、低密度ポリエチレン、線状低密度ポリエチレン、エチレン－酢酸ビニル共重合体（ＥＶ
Ａ）、エチレン－アクリル酸共重合体（ＥＡＡ）、エチレン－メタクリル酸共重合体（Ｅ
ＭＡＡ）、塩化ビニリデン系樹脂、アイオノマー、軟質ポリ塩化ビニル等が使用できる。
第１のプラスチックフイルム１５、第２のプラスチックフィルム１６は少なくとも長手方
向に延伸された熱収縮性を有するフイルムであればよく、１軸延伸フイルムないしは２軸
延伸フイルムが使用できる。第１のプラスチックフイルム１５、第２のプラスチックフィ
ルム１６として柔軟で自己密着性の大きいものを使用することにより、紙箱に収納された
内容物の上面に第１のプラスチックフイルム１５、第２のプラスチックフィルム１６を折
り重ねた際に第１のプラスチックフイルム１５、第２のプラスチックフィルム１６同志が
密着するので、熱接着することなしに加熱するだけで内容物を固定することも可能である
。
【００１２】
　図１に示すブランクを、側面板１と側面板２間の折罫及び側面板３と側面板４間の折罫
にて折り曲げて、接着片５と側面板４の側端部にて接着して筒状に成形した状態で紙箱と
して使用される。内容物を包装する際には、先ず、筒貼りした状態から箱を起こして４角
形筒状とし、第１の底面内板７、第２の底面内板９を内側に折り曲げると共にその上に第
１のプラスチックフイルム１５、第２のプラスチックフィルム１６がそれぞれ接着された
第１の底面外板６、第２の底面外板８を折り重ねて、第１の底面外板６、第２の底面外板
８の内面の第１のプラスチックフイルム１５、第２のプラスチックフィルム１６が積層さ
れていない領域における底面板接着部１９にて、第１の底面内板７、第２の底面内板９と
第１の底面外板６、第２の底面外板８とを接着剤等により接着して、紙箱の底面板を組み
立てることにより、図２に示す組み立てられた紙箱が出来上がる。
【００１３】
　組み立てられた図２に示す紙箱の断面形状は、図３に示すように、第１のプラスチック
フイルム１５の下側の端縁部は第１の底面外板６に接着部１７にて接着された状態で、第
１の底面外板６と第１の底面内板７及び第２の底面内板９との間に挟まれて固定されてい
ると共に、第２のプラスチックフイルム１６の下側の端縁部は第２の底面外板８に接着部
１８にて接着された状態で、第２の底面外板８と第１の底面内板７及び第２の底面内板９
との間に挟まれて固定されている状態である。上記の構成とすることにより、第１のプラ
スチックフイルム１５，第２のプラスチックフィルム１６の下側の端縁部は、接着部１７
，１８にて接着固定されると共に、第１の底面外板６ないしは第２の底面外板８と第１の
底面内板７及び第２の底面内板９との間に挟まれて強固に固定されているので、第１のプ
ラスチックフイルム１５，第２のプラスチックフィルム１６を加熱して収縮さしても接着
部１７，１８に強い応力が加わった場合でも剥離して紙箱から分離してくることがない。
【００１４】
　組み立てられた紙箱に内容物を包装する手順は、図４、図５に示すとおり、先ず紙箱の
底面板上に内容物を載置して収納し、内容物の上面を覆うように第１のプラスチックフイ
ルム１５，第２のプラスチックフィルム１６の上側の自由端を内容物の上面にそれぞれ折
り曲げて重ね合わせ、図４に示す状態とする。次いで、内容物の上面に折り曲げて重ね合
わせられた第１のプラスチックフイルム１５，第２のプラスチックフィルム１６を加熱す
ることにより、第１のプラスチックフイルム１５，第２のプラスチックフィルム１６が収
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縮して内容物の表面に密着し、図５に示す状態となり、内容物が底面板上に強固に固定さ
れる。第１のプラスチックフイルム１５，第２のプラスチックフィルム１６として柔軟性
の優れたものを使用することにより、第１のプラスチックフイルム１５，第２のプラスチ
ックフィルム１６を折り重ねた際に相互に密着するので、加熱して収縮させる際に、第１
のプラスチックフイルム１５，第２のプラスチックフィルム１６を熱接着する必要はなく
なる。
【００１５】
　本発明の第２実施形態のブランクは、図６に示すように、接着片５と側面板１と側面板
２と側面板３と側面板４がそれぞれ折罫を介して連接され、側面板１，３の上端には折罫
を介してそれぞれ第１の上面外板１１、第２の上面外板１３が連接されると共に、側面板
１，３の下端には折罫を介してそれぞれ第１の底面外板６’，第２の底面外板８’が連接
され、側面板２，４の上端には折罫を介してそれぞれ第１の上面内板１２，第２の上面内
板１４が連接されると共に、側面板２，４の下端には折罫を介してそれぞれ第１の底面内
板７，第２の底面内板９が連接され、第１の底面外板６’及び第２の底面外板８’の長さ
方向の中央よりも折罫寄りの位置に、短冊状の第１のプラスチックフイルム１５，第２の
プラスチックフィルム１６の下端がそれぞれ接着部１７，１８により接着されて取り付け
られており、第１の底面外板６’， 第２の底面外板８’の一方の側端寄りに斜め折罫２
１が形成されている形状である。
【００１６】
　図６に示すブランクを、先ず、第１の底面外板６’と第１の底面内板７と第２の底面外
板８’と第２の底面内板９をそれぞれ側面板１と側面板２の側面板３と側面板４の内面側
に折り重ねてから第１の底面外板６’及び第２の底面外板８’の側端部を斜め折罫２１に
て外側に折り返えし、次いで、側面板１と側面板２間の折罫及び側面板３と側面板４間の
折罫にて折り曲げて、第１の底面外板６’と第１の底面内板７及び第２の底面外板８’と
第２の底面内板９をそれぞれ底面板接着部２２にて接着すると共に接着片５と側面板４の
側端部にて接着して筒状に成形した状態で紙箱として使用される。第２実施形態の場合に
は、内容物を包装する際には、筒貼りした状態から４角形筒状に箱を起こすことにより、
ワンタッチで紙箱の底面板が形成されて、図２に示す組み立てられた紙箱が出来上がる。
内容物を包装する手順は第１実施形態の場合と同様である。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の紙箱の第１実施形態におけるブランクを示す平面図。
【図２】第１実施形態の紙箱の底を組み立て蓋を開いた状態を示す斜視図。
【図３】図２におけるＩ－Ｉ断面図。
【図４】第１実施形態の紙箱に内容物を載置しプラスチックフイルムを内容物の上面に折
り重ねた状態を示す断面図。
【図５】図４に示す状態からプラスチックフイルムを加熱し収縮させて内容物を固定した
状態の断面図。
【図６】本発明の紙箱の第２実施形態におけるブランクを示す平面図。
【符号の説明】
【００１８】
　　　１，２，３，４　　　　　　　側面板
　　　５　　　　　　　　　　　　　接着片
　　　６，６’　　　　　　　　　　第１の底面外板
　　　７　　　　　　　　　　　　　第１の底面内板
　　　８，８’　　　　　　　　　　第２の底面外板
　　　９　　　　　　　　　　　　　第２の底面内板
　　　１１　　　　　　　　　　　　第１の上面外板
　　　１２　　　　　　　　　　　　第１の上面内板
　　　１３　　　　　　　　　　　　第２の上面外板
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　　　１４　　　　　　　　　　　　第２の上面内板
　　　１５　　　　　　　　　　　　第１のプラスチックフイルム
　　　１６　　　　　　　　　　　　第２のプラスチックフイルム
　　　１７，１８　　　　　　　　　接着部
　　　１９，２２　　　　　　　　　底面板接着部
　　　２０　　　　　　　　　　　　内容物
　　　２１　　　　　　　　　　　　斜め折罫

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図５】

【図６】
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